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 対一橋大	
 ＠専修大学プール  
 
東大 ４４８３	
 計１９  
一橋大	
 １２１０	
 計４ （４Pコールド） 
 
得点者：桐生(１)、横山（２）、浪間（７）、藤目（１）、石田（１）、池亀（７） 
 
ついにやってきた関東学生リーグの初戦。一、二年の多いチームなだけに入り方には気を

付けながらも、内容・結果が求められる試合だろう。全員気合が入っているようにみえ、

頼もしかった。 
 
 
第１ピリオド  
 
センターボールはとられたものの、東大の最初の攻めで見せてくれたのは、やはりエース

浪間。フローティングからの鮮やかなシュートで東大に先制点をもたらした。さらに続く

攻撃では横山が C45から狙いすましたシュートで得点を決める。さらに横山が C45から連
続でゴール。大脇の退水後一点を返されてしまうが、その後池亀がゴール前でハンツーを

決める。ここで 1P終了。 
 
第２ピリオド  
 
このピリオドも順調に得点を重ねたいが、向こうのフローターに先制を許してしまう。カ

ウンターから池亀が１点取り返すが、池亀が退水して、得点を許す。しかし浪間がゴール

前のハンツーで 2 点連続ゴール。エースが波に乗ってきた様子だ。さらに池亀もループシ
ュートを決める。前半を８－３で折り返した東大だが、ディフェンスを疋田のセーブに頼

ってリズムが悪い。後半は気を引き締めていきたいところだ。 
 
第３ピリオド  
 
ここで東大は初心者の一年生を投入。ぜひとも活躍したいところだろう。開始早々浪間が

連続で２点をもぎ取る。そして 1 年石田がうれしい公式戦初ゴールを同サイにぶち込む。
これに刺激を受けたのか東大のゴールラッシュが始まる。まずは池亀が C45 からのシュー
ト。そして A0であけられた藤目がつめてシュート。途中１点取られるも、藤目→池亀の広
島学院コンビがハンツーで決めると、今度は浪間がハンツーで決める。一年小池も踏ん張



ってシュートを放つが決められなかった。そんな小池にお手本になるような浪間のシュー

トがネットを突き刺して、このピリオド８点目。 
 
第４ピリオド  
 
このピリオドは桐生の A0からのゴールで幕を開け、疋田から直接ボールを受けた池亀がゴ
ールを奪い、最後は横山とのパス交換で池亀がループシュートを決め、コールド勝ちした。 
 
 
初戦をコールド勝ちしたことは喜ばしいことだが、オフェンス・ディフェンスともに連携

不足は否めない。これは夏リーグを通じて改善していかなければならない課題となるだろ

う。最後になりましたが、応援に来てくださった吉田さん、林裕三さん、堀江さん。監督

をしてくださった田丸さんありがとうございました。 
 
 
（文責	
 池亀雅人） 
 


